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建学の精神・理念等 
 

 

［ 建学の精神・理念 ］ 
 

実工学の理念にもとづく工学教育と先進的研究により、新たな価値

創造と科学技術の発展に寄与する 
 
※※実実工工学学のの理理念念  

「工学における実学を重んじ、具象を離れることなく、抽象を怠ることなく、

単に机上にとどまることなく、真に有用な教育研究を推進し社会に貢献する」 

 

 

［ 建学の精神・理念に基づく人材像 ］ 
 

確かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し続ける

実践的技術創造人材 

 

 

［ 建学の精神・理念に基づく教育目的 ］ 
 

実体験的学習と、これを裏付ける理論習得を反復することにより、

工学を融合的に学び、社会において応用・実践することのできる

専門力を身につける 
 
特色ある教育プログラム、課題に取り組む学び、社会との交流・

連携を通じ、人々の幸福のために自ら考え行動することのできる

人間力を身につける 

 

 

［ 実工学の学び ］（学生諸君へ） 
 

１ 現実実社会に役に立つことを目標に学ぶ工工学学 

２  実実際の技術に触れることによって学ぶ工工学学 

３ 自ら実実践することによって学ぶ工工学学 

４ 理論を現実実化するために学ぶ工工学学 

５  実実感となるまで継続して学ぶ工工学学 
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「実工学の理念」 
 

本学はここに、工学が本来持つ実学の精神を再確認し、 

建学の精神の基本に「実工学の理念」を掲げ、 

この理念のもとに、人材を育成し、研究を推進し、 

その社会的使命を果たして行くことを表明する。 

 

「実工学の理念」とは、つぎの二つである。 

（一） 具象を離れることなく抽象を怠ることなく、技術実践と理論構築を反

復循環することにより、真に有用な工学教育と価値創造の研究開発を行

い、社会に貢献する。 

（二） 単に机上の営為にとどまることなく、技術の行われる現場を念頭に置

き、現実の技術に触れ、技術が現実社会に実現されることを目的として、

教育・研究を行う。 

 

これを要言すれば 

「工学における実学を重んじ、具象を離れることなく、抽象を怠ることなく、

単に机上にとどまることなく、真に有用な教育研究を推進し社会に貢献する」 

となる。 

 

実工学とは、言うまでもなく工学における実学尊重を意味するものである。理学と

の差異を論ずるまでもなく、工学とは、実際の社会に存在し、人々のために機能する

形において意味のあるものであり、教育も研究も、常にそのことを前提として行われ

なればならない。 

工学教育において、技術実践能力とそれを裏付ける理論理解の修得は、車の両輪の

如くどちらも欠くことは出来ない。学生の技術修得と理論の理解を、有機的かつ効果

的に結びつけるもの、それが実工学の理念であり、さらに、大学の果たすべき使命で

ある研究及び社会貢献においても、実工学の理念は明快な方向性を与えるものである。

また、教学運営・組織運営においても、実工学の理念は活かされなければならない。 

教育課程の編成、教学運営、研究の推進さらには施設設備の充実等々、多岐にわた

る大学の諸活動を通底する指針、それが「実工学の理念」である。 
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日本工業大学ポリシー 
 

 

 

大学院 工学研究科・博士前期課程・博士後期課程の目的 
 

■日本工業大学大学院学則■ 

（第１条 目的） 

日本工業大学大学院は、学術の理論及び応用を教授・研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が

求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与することを目的とす

る。 

（第５条 研究科の目的） 

工学研究科は、工学に関する精深な学識を究め、技術社会に対応し得る実工学的研究をすすめ、もって

社会に寄与することを目的とする。 

２．工学研究科博士前期課程は、広い視野に立って工学における先進的かつ実践的な学識および能力を授

け、高い専門性と研究能力を有する創造的職業人を養成することを目的とする。 

３．工学研究科博士後期課程は、工学の専門分野において創造性豊かで実践的な研究開発能力を持ち、自

立して研究を行うことができる研究者、又は工業技術の進展に寄与し得る実践的研究開発能力を持っ

た高度に専門的な創造的職業人を養成することを目的とする。 

 

 

工学研究科博士前期課程のアドミッションポリシー 
 

日本工業大学大学院工学研究科博士前期課程が求める学生は、「実工学」の理念のもと、自ら進んで研究・開

発計画を立案し、推進できる、積極性と実行力のある人物です。その指標として、「卒業研究（卒業計画）」

の内容・成果と、これからの研究計画を重視します。また、自然科学、語学、目指す専門分野の基礎を修得

し、高い倫理観をもって学業、研究に取り組める意欲を重視します。 

 

 

工学研究科博士前期課程のカリキュラムポリシー 
 

日本工業大学大学院工学研究科博士前期課程では、1年次に各専攻の特性に合わせて、プロジェクト・ベース

ト・ラーニング（ＰＢＬ）型実習科目や創成学習型セミナー科目による能動的な学習科目を設置し、全専攻

において必修としています。能動的な学習科目は、学生の知識の活用力と創造力を養成し、コミュニケーシ

ョン能力、課題解決能力、プレゼンテーション能力、論理的思考力などが育まれます。プロジェクトには、

関連する複数の教員が関与することで、学生は多角的な視点で自身の研究を進めることができるようになり

ます。2年次においては、学生はこれまでに修得した知識・技能の蓄積を活かし、自ら研究を進め、修士論文

や修士設計を完成させます。これから益々多様化する社会において、変化し続ける科学技術に適用できるよ

う、堅実な基礎の上で柔軟に思考し、新しい価値を創造できる技術者を養成するための教育課程を、整備し

ています。 
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工学研究科博士前期課程のディプロマポリシー 
 

日本工業大学大学院工学研究科博士前期課程は、各専攻に開設された能動的な学習科目のいずれかを履修す

ることで、分野横断的な幅広い学識や技術を修得するとともに、課題解決能力、提案力やコミュニケーショ

ン能力を身に付けることを、求めています。また、「特別研究」における学位論文（修士論文または修士設計）

のとりまとめを通して、特定分野の深い知識と研究力が身についたことを学位授与の要件としています。各

専攻とも、所定の在学期間在学し、能動的な学習科目4単位および特別研究8単位を必ず修得するとともに、

合計30単位以上の修得、修士の学位論文または、特定の課題についての研究の成果の審査および最終試験の

合格を、学位授与の要件としています。 

 

 

工学研究科博士後期課程のアドミッションポリシー 
 

日本工業大学大学院工学研究科博士後期課程には、21世紀の産業界を担う、研究者・開発技術者を養成する

大きな目的があり、入学希望者にはその資質を求めます。具体的には、修士論文の内容、独創性を重視する

とともに、学会等外部での発表成果と評価も判断材料となります。 

 

 

工学研究科博士後期課程のカリキュラムポリシー 
 

日本工業大学大学院工学研究科博士後期課程では、創造性豊かで実践的な研究開発能力を持ち、自立して研究

を行うことができる研究者、あるいは実践的研究開発能力を持った高度で専門的な創造的職業人を養成するこ

とを目標としています。そのため、博士後期課程では、博士前期課程で培った課題発見能力ならびに関連分野

を俯瞰する能力を活かしながら、自らの研究テーマの学術的な背景を明確にするとともに、独創的な視点から

テーマを深く掘り下げ、博士論文をまとめることを主眼としています。 

 

 

工学研究科博士後期課程のディプロマポリシー 
 

日本工業大学大学院工学研究科博士後期課程は、自立して研究活動が行え、高度な創造的研究の企画、遂行、

成果の発表等が行える能力とその基盤となる学識、技術等を身につけていることを学位授与の要件としていま

す。 

各専攻とも、所定の期間在学し、教育と研究の目的に沿った研究を行い、所定の単位を修得し、各専攻が行う

博士論文の審査及び試験に合格し、課程を修了することが学位授与の要件です。 
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日 本 工 業 大 学 の 沿 革 

 

設立の背景 
 

本学の前身である東京工科学校が設立を認可されたのは、明治40年12月18日であった。初代校長に理学博士

徳永重康が就任、校舎を小石川水道端に置いた。明治41年２月開校、生徒数は70人、校章には開学の時季に因

んで梅花を交錯させた。その主唱とするところは、昼間社会人として働いている者に夜間の工業教育を施して

工業界の第一線にたつ中堅技術者を育成することであった。創立時の学科は、電気科、機械科、建築科、採鉱

冶金科の４科で、主唱の中に《…教授ハ実施経験ヲ有スル専門ノ学者技術者ヲ網羅シテ…》とあるように、相

当高度な厳しい教育がなされていた。 

しかし、この順調な出足も数回にわたる火災によって幾度もつまずいた。実習設備の焼失、移転、新築をく

り返し、そのたびに仮校舎での授業が続いた。しかし建学以来の一貫した目標は、これらの苦難にも時代の変

動にもめげず堅持された。その間、明治44年に我国初の飛行機の製作に着手するなど、いくつかのエポックを

きざみながら多くの卒業生を輩出した。 

昭和６年、組織を変更して財団法人東京工科学校を設立、理事長に大木喜福が就任。実業学校令による５年

制の東京工業学校（甲種）を併設した。 

昭和10年、法人名を財団法人東工学園と改称、同時に東京工科学校を東京高等工科学校（乙種）に改め、東

京工業学校（甲種）と併設。昭和18年、東京高等工科学校は学制改革により廃校となる。一方、東京工業学校

は昭和23年まで続いた。東工学園の学風はこの時代にできたといわれる。 

昭和23年、戦後の新学制により東京工業高等学校および東工学園中学校を設置。目黒区駒場の現在地に新校

舎を落成した。 

昭和26年、私立学校法の施行にともない、財団法人東工学園は学校法人東工学園となり、今日の経営組織が

確立した。 

昭和30年代の後半に入り、工業の急速な成長とともに量的拡大から質的向上を求める気運が高まり、工学理

論を生産の現場に直進しうる新しいタイプの高級技術者の育成が要望されるに至って、本学園の内外にこの社

会的要請に応えようとの動きが盛り上がって行った。 

昭和37年４月の学園理事会において、創立60周年にあたる昭和42年を期して工業大学を設立することを決議

し、昭和40年度に入ってこの方針を確認したうえ、具体的な活動が開始され、同年10月日本工業大学設置事務

局が開設された。 
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沿  革 
 

昭和42年３月   日本工業大学設立 

（工学部／機械工学科、電気工学科、建築学科、入学定員各80名） 

昭和42年４月   小野健二、初代学長に就任 

昭和42年４月   日本工業大学開学 

第１回入学式を挙行（入学生331名） 

昭和42年12月   日本工業大学後援会を設立 

昭和43年11月   学校法人東工学園創立60周年記念式典を挙行 

昭和44年４月   工学部に教職課程（工業）認定 

昭和45年11月   日本工業大学開学式典を挙行、日本工業大学校歌を制定 

昭和46年１月   学生定員を変更 

（機械工学科、電気工学科、建築学科、入学定員各160名） 

昭和46年３月   第１回卒業式を挙行（卒業生205名） 

昭和46年５月   教養科主任教授平野智治、第２代学長に就任 

昭和48年１月   理事浅田寛二、学校法人東工学園理事長に就任 

昭和48年３月   建築学科主任教授藤岡通夫、第３代学長に就任 

昭和48年３月   図書館完工 

昭和49年12月   工学部システム工学科を設置（入学定員80名） 

昭和51年２月   学生定員を変更 

（機械工学科、電気工学科、建築学科、入学定員各200名） 

昭和52年４月   システム工学科主任教授吉田衛、第４代学長に就任 

昭和52年11月   日本工業大学創立10周年記念行事発表会を挙行 

昭和52年11月   学校法人東工学園創立70周年記念式典を挙行 

昭和53年１月   システム工学科に教職課程（工業）認定 

昭和53年４月   機械工作センター・電気実験センター・電算機センターを設置 

昭和54年２月   工学部に教職課程（技術）認定 

昭和54年８月   材料試験センターを設置 

昭和54年12月   教養科教授三浦靱郎、第５代学長に就任 

昭和55年４月   保健体育センターを設置 

昭和55年７月   副理事長窪田宗英、学校法人東工学園理事長に就任 

昭和57年３月   大学院工学研究科・修士課程を設置 

（機械工学専攻・電気工学専攻・建築学専攻、入学定員各８名） 

昭和57年５月   第１回大学院工学研究科・修士課程入学式を挙行 

（機械工学専攻５名、電気工学専攻３名、建築学専攻８名） 

昭和58年３月   大学院工学研究科に教職課程（工業）認定 

昭和58年４月   電算機センターを情報技術センターに名称変更 

昭和58年10月   華中工学院（中国、現在華中科技大学）との間に「学術交流に関する取り決め」及び「研究協力に関す

る覚え書き」を締結 

昭和58年10月   建築技術センターを設置 

昭和58年12月   学長三浦靱郎再任 

昭和59年３月   第１回学位記授与式を挙行（修了生15名） 

昭和59年12月   学生定員を変更（システム工学科入学定員120名） 

昭和60年４月   東工学園工業教育研究所を日本工業大学工業教育研究所とする 

昭和60年７月   超高圧放電研究センターを設置 

昭和62年２月   電気工学科を電気電子工学科に名称変更 

昭和62年３月   大学院工学研究科・博士後期課程を設置 

（機械工学専攻・建築学専攻、入学定員各２名） 

昭和62年４月   第１回大学院工学研究科・博士後期課程入学式を挙行 
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（機械工学専攻２名・建築学専攻１名） 

昭和62年４月   電気実験センター、材料試験センター及び建築技術センターを電気実験研究センター、材料試験研究セ

ンター及び建築技術研究センターに名称変更 

昭和62年５月   記念講堂・演習棟（学友会館）完工 

昭和62年６月   学校法人東工学園創立80周年記念式典を挙行 

昭和62年12月   機械工学科教授大川陽康、第６代学長に就任 

昭和63年４月   日本工業大学工業技術博物館を設置 

昭和63年10月   華中理工大学（中国、現在華中科技大学）との間の「学術交流に関する取り決め」再調印 

平成元年３月   大学院工学研究科・電気工学専攻博士後期課程を設置（入学定員２名） 

平成元年10月   学長大川陽康、学校法人東工学園副理事長に就任 

平成２年４月   学校法人の名称を、学校法人東工学園から学校法人日本工業大学に変更 

平成２年４月   中華民国高苑工業専科学校との間に学術と技術交流に関する「合作協議書」調印 

平成３年２月   理事長窪田宗英、死去 

平成３年３月   副理事長大川陽康、学校法人日本工業大学理事長に就任 

平成３年４月   工学部システム工学科、臨時学生定員変更 

（平成３年度～平成11年度、定員200名） 

平成３年４月   大学院工学研究科に教職課程（技術）認定 

平成３年12月   学長大川陽康再任 

平成３年12月   キングモンクット工科大学トンブリ（タイ）との間に「学術交流と研究協力に関する協定」締結 

平成４年11月   日本工業大学同窓会の名称を、日本工業大学工友会に変更 

平成４年12月   留学生別科（日本語研修課程）を設置 

平成５年３月   大学院工学研究科・システム工学専攻修士課程を設置（入学定員８名） 

平成５年10月   華中理工大学との間の「学術交流に関する取り決め」再調印 

平成６年３月   大学院システム工学専攻修士課程に教職課程（技術・工業）認定 

平成６年12月   工学部情報工学科設置（入学定員120名） 

平成６年12月   学生定員変更（システム工学科入学定員100名） 

平成６年12月   臨時学生定員変更（平成７年度～11年度） 

（情報工学科入学定員140名、システム工学科入学定員160名） 

平成７年３月   大学院工学研究科システム工学専攻博士後期課程設置（入学定員２名） 

平成７年４月   生涯学習センターを設置 

平成７年６月   高苑工商専科学校（台湾）との間に「学術文化教育協力協定書」締結 

平成７年７月   南台工商専科学校（台湾）との間に「学術文化教育協力協定書」締結 

平成７年12月   機械工学科教授神馬敬、第７代学長に就任 

平成８年２月   情報工学科に教職課程（技術・工業）認定 

平成８年11月   キングモンクット工科大学トンブリ（タイ）との間に「学術交流と研究協力に関する協定」再調印 

平成８年11月   学生相談室開設 

平成９年４月   国立交通大学（台湾）との間に「協力協定書」締結 

平成９年５月   スチューデントセンター完工 

平成９年６月   学校法人日本工業大学創立90周年記念式典を挙行 

平成９年11月   学校法人日本工業大学創立90周年記念事業報告会・祝賀会を挙行 

平成10年２月   技術教育国際フォーラム「感性と工学」を開催 

平成10年３月   ゲストハウス完工 

平成10年４月   産学リエゾンセンター設置 

平成10年６月   レスブリッジ・コミュニティー・カレッジ（カナダ）との間に一般教育プログラムの発展・拡大のため

の「同意書」締結 

平成10年10月   華中理工大学（中国、現在華中科技大学）との間の「学術交流についての取り決め」再調印 

平成10年12月   大学院工学研究科情報工学専攻修士課程設置承認（入学定員８名） 

平成11年３月   イリノイ大学シカゴ校（米国）と学術文化及び教育研究上の交流推進を目的とした「協定」締結 

平成11年３月   材料試験研究センター廃止 
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平成11年３月   大学院工学研究科情報工学専攻修士課程に教職課程（工業）認定 

平成11年４月   先端材料技術研究センター設置 

平成11年10月   スチューデントラボ設置 

平成11年10月   臨時学生定員変更認可（システム工学科入学定員 平成12年度８名、13年度６名、14年度４名、15年度

２名、情報工学科定員 平成12年度16名、13年度12名、14年度８名、15年度４名） 

平成11年12月   学生定員変更認可（システム工学科入学定員150名、情報工学科入学定員200名） 

平成11年12月   学長神馬敬再任 

平成12年４月   工学部に教職課程（数学（中学））認定 

平成12年12月   大学院工学研究科情報工学専攻博士後期課程設置承認（入学定員２名） 

平成13年４月   工学部システム工学科、情報工学科に教職課程（情報）認定 

平成13年６月   国際環境規格 ISO14001認証取得 

平成14年２月   キングモンクット工科大学トンブリ（タイ）との間に「学術交流と研究協力に関する協定」再調印 

平成14年２月   カールスルーエ専門大学（ドイツ）との間に「学術交流協定」締結 

平成14年４月   ノッテンガム大学建築環境学科（英国）との間に相互交流を目的とした「協定」締結 

平成15年２月   獨協大学・文教大学との単位互換協定締結（埼玉県東部地区大学単位互換協定） 

平成15年７月   中国技術学院（台湾、現在中国科技大学）との間に「国際学術交流協議書」締結 

平成15年10月   華中科技大学（中国）との間に「学術交流についての取り決め」再調印 

平成15年10月   国立交通大学（台湾）との間に「協力協定書」再締結 

平成15年11月   高苑技術学院（台湾）との間に「学術文化教育協力協定書」再締結 

平成15年12月   機械工学科教授柳澤章、第８代学長に就任 

平成16年11月   中国技術学院（台湾、現在中国科技大学）との間に「姉妹校締結に関する共同協議書」調印 

平成16年11月   大学院技術経営研究科・技術経営専攻専門職学位課程設置認可（入学定員30名） 

平成16年11月   学生定員変更認可（システム工学科入学定員200名） 

平成17年３月   大学院工学研究科情報工学専攻博士前期課程に教職課程（情報）認定 

平成17年４月   教職教育センター設置 

平成17年４月   学修支援センター設置 

平成18年３月   産学リエゾンセンター廃止 

平成18年３月   ３大学間の単位互換協定（平成15年２月締結）に埼玉県立大学を加えて４大学間で単位互換協定を再締

結（埼玉県東部地区大学単位互換協定） 

平成18年４月   産学連携起業教育センター設置 

平成18年４月   電気実験研究センター、建築技術研究センターを電気実験センター、建築技術センターに名称変更 

平成18年７月   イリノイ大学シカゴ校（アメリカ）「協定書」締結 

平成18年９月   英語教育センター設置 

平成19年２月   チュラロンコン大学（タイ）との間に「学術協力協定」締結 

平成19年２月   キングモンクット工科大学トンブリ（タイ）との間に「学術交流と研究協力に関する協定」再調印 

平成19年４月   共通系を共通教育系に、超高圧放電研究センターを超高電圧研究センターに、保健体育センターを健康

管理センターに名称変更 

平成19年４月   情報技術センターと事務システム管理室を統合してシステム管理室を設置 

平成19年４月   総合研究センター、CAD/CAM/CAE 演習室設置 

平成19年６月   学校法人日本工業大学創立100周年記念式典・祝賀会を挙行 

平成19年９月   百年記念館完工 

平成19年10月   Library and Communicationセンター（LCセンター）設置 

平成19年11月   高苑科技大学（台湾）「学術文化協力協定書」再調印 

平成19年12月   学長柳澤章再任 

平成20年３月   学長柳澤章、学校法人日本工業大学副理事長に就任 

平成20年６月   工学部ものづくり環境学科、生活環境デザイン学科設置届出受理（入学定員各50名） 

システム工学科を創造システム工学科に名称変更届出受理（入学定員140名） 

平成20年６月   学生定員変更（電気電子工学科入学定員160名、創造システム工学科入学定員140名）届出受理 

平成20年７月   インテリアデザインラボ設置 
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平成20年12月   工学部ものづくり環境学科、生活環境デザイン学科に教職課程（技術・工業）認定 

平成21年７月   中国科技大学（台湾）との間に「姉妹校締結に関する共同協議書」再調印 

平成23年３月   18号館完工 

平成23年４月   環境化学ラボ設置 

平成23年12月   生活環境デザイン学科教授波多野純、第９代学長に就任 

平成24年７月   大学院工学研究科博士前期課程の環境共生システム学専攻（入学定員15名）、機械システム工学専攻（入

学定員35名）、電子情報メディア工学専攻（入学定員25名）、建築デザイン学専攻（入学定員25名）の設

置届出受理 

平成25年１月   大学院工学研究科博士前期課程の環境共生システム学専攻、機械システム工学専攻の教職課程（技術・

工業）、電子情報メディア工学専攻の教職課程（技術・工業・情報）、建築デザイン学専攻の教職課程（工

業）認定 

平成25年３月   機械工作センター、電気実験センター、CAD/CAM/CAE演習室を廃止 

平成25年４月   機械実工学教育センターを設置 

平成25年４月   大学院工学研究科博士前期課程の機械工学専攻、電気工学専攻、建築学専攻、システム工学専攻、情報

工学専攻が学生募集停止 

平成25年５月   W２棟完工 

平成25年７月   副理事長 柳澤章、学校法人日本工業大学理事長に就任 

平成25年12月   検品センターを設置 

平成26年６月   大学院工学研究科博士後期課程の環境共生システム学専攻、機械システム工学専攻、電子情報メディア

工学専攻、建築デザイン学専攻の設置届出受理（入学定員各２名） 

平成27年３月   大学院工学研究科博士前期課程の機械工学専攻、電気工学専攻、建築学専攻、システム工学専攻、情報

工学専攻を廃止 

平成27年４月   大学院工学研究科博士後期課程の機械工学専攻、電気工学専攻、建築学専攻、システム工学専攻、情報

工学専攻が学生募集停止 

平成27年12月   建築学科教授成田健一、第10代学長に就任 

平成28年７月   環境教育研究センターを設置 

平成29年３月   Ｓ３棟（ダイニングホール）、Ｓ４棟（学生クラブ棟）、キッチン＆カフェトレビ完工 

超高電圧研究センター廃止 

平成29年４月   大学院工学研究科博士後期課程の機械工学専攻、電気工学専攻、建築学専攻、システム工学専攻、情報

工学専攻を廃止 

平成29年６月   基幹工学部の機械工学科（入学定員200名）、電気電子通信工学科（入学定員170名）、応用化学科（入学

定員80名）、先進工学部のロボティクス学科（入学定員100名）、情報メディア工学科（入学定員200名）、

建築学部の建築学科（入学定員250名）の設置届出受理 

平成29年９月   地域連携統括センターを設置 

平成29年12月   基幹工学部応用化学科の教職課程（工業）、先進工学部ロボティクス学科の教職課程（技術・工業）認定 

平成30年４月   工学部の機械工学科、ものづくり環境学科、創造システム工学科、電気電子工学科、情報工学科、建築

学科、生活環境デザイン学科が学生募集停止 

平成30年12月   ５号館（多目的講義棟）完工 

令和元年８月   Ｅ24棟（応用化学棟）完工 

令和元年９月   環境化学ラボ廃止 

令和元年10月   学長成田健一再任 

令和２年４月   地域連携統括センターを地域連携センターに名称変更 

令和２年７月   人と暮らしの支援工学センター、理工学教育（ＳＴＥＭ）センターを設置 

令和２年９月   環境教育研究センター廃止 

 

－　　－15

沿
　
革

2021 学生便覧



2021年度 日本工業大学大学院 学年暦 
 

 

春季入学生用 

2021年 ４月４日（日） 春季入学式 

 ４月５日（月） 
春季オリエンテーション／健康診断 

 ４月10日（土） 

 ４月12日（月） 春学期授業開始 

 ６月29日（火） 学園創立記念日 

 ９月21日（火） 秋学期授業開始 

2022年 １月７日（金） 授業開始 

 ３月20日（土） 学位記授与式 

   

秋季入学生用 

2021年 ９月20日（月） 秋季入学式 

 ９月21日（火） 秋学期授業開始 

2022年 １月７日（金） 授業開始 

 ４月２日（土） 春季オリエンテーション 

 ４月11日（月） 春学期授業開始 

 ６月29日（水） 学園創立記念日 

 ９月20日（火） 学位記授与式 
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